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 【目的】眼底血流を非侵襲的かつ短時間で測定可能なレーザースペックルフローグラフィ (laser speckle 
flowgraphy: LSFG)はレーザー光によるスペックル現象を利用した眼底血流画像化装置である。LSFGはその
測定原理上、算出される血流の評価値であるMean Blur Rate (MBR)が相対値であるため、個体間比較が困難
であると位置づけられてきた。本研究では二種の家兎 (無色素・有色素)、ならびに視神経萎縮を誘導した有
色素家兎に対し、LSFGにより算出されるMBR と水素クリアランス法により算出される組織血流量 
(capillary blood flow: CBF)を同時に測定し、両者の関係性を検討した。 
【方法】6羽の無色素・有色素家兎に対しエンドセリン-1を静脈投与し (急性虚血モデル)、投与前、投与 30




相関した (順に r=0.88, P<0.001, r=0.85, P<0.001, r=0.78, P=0.013)。すべてのモデルを含めた解析において
もMBRと CBFは有意な相関を認め (r=0.87, P<0.001)、各モデル間でMBRと CBFの関係性に有意な差を
認めなかった (P=0.138)。 
【結論】LSFG により算出されるMBR と水素クリアランス法により算出される CBF は、異なる家兎間、病
態にかかわらず有意に相関し、各モデル間で MBR と CBF の関係性に有意な差を認めなかった。MBR は個
体間比較可能な値として臨床応用できる可能性が示唆された。 
